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A 

他の班の発表を通して、自分たちの班ではあまり注目できていなかった点として、

「道路を明るくすること」の大切さがあると感じました。道路の明るさは、普段はあまり

意識されませんが、交通事故を防ぎ、人々が安心して移動するためにとても重要な役

割を持っています。 

地方都市では、高齢者が多く暮らしており、夜間や夕方に外出する機会も少なくあ

りません。しかし、道路や歩道が暗いと、段差や障害物に気づきにくくなり、転倒事故

や交通事故が起こりやすくなります。特に高齢者は視力が低下している場合が多い

ため、明るい照明があることで安全性が大きく高まります。 

 また、道路を明るくすることは、歩行者だけでなく、車を運転する人にとっても大きな

メリットがあります。暗い道路では、歩行者や自転車を見落としやすくなりますが、街

灯がしっかり設置されていれば、早く相手に気づくことができます。その結果、急ブレ

ーキや事故を防ぐことにつながります。このように、道路照明は交通事故を減らすた

めの基本的で効果的な対策だと言えます。 

 さらに、道路が明るいことで、夜でも安心して外出できるようになり、地域全体の安

全意識も高まります。暗い道は不安を感じやすく、防犯面でも問題がありますが、明

るい環境は犯罪の抑止にもつながります。この点でも、道路照明は人々の生活を支

える重要な役割を果たしています。 

 一方で、道路を明るくするためには、設置費用や電気代、点検や修理などの維持費

がかかります。そのため、むやみに照明を増やすのではなく、事故が起こりやすい場

所や人通りの多い場所を優先するなど、工夫が必要です。コストと効果のバランスを

考えながら計画的に進めることが大切だと分かりました。 

 このように、道路を明るくすることは、高齢者をはじめとする多くの人の安全を守り、

安心して暮らせる町をつくるために欠かせない取り組みだと考えます。 

B 



前半で述べたように、道路を明るくすることは、高齢者や歩行者、運転者の安全を

守るための大切な対策です。しかし、地方都市の交通問題は、こうした一つの取り組

みだけで解決できるものではありません。人口の減少や高齢化、車への強い依存な

ど、いくつもの原因が重なっているため、さまざまな対策を組み合わせて考える必要

があります。 

 まず重要なのは、公共交通の見直しです。地方都市では、バスや電車を利用する

人が減り、便数の減少や路線の廃止が進んでいます。その結果、車を使えない人の

移動が難しくなっています。この問題を解決するためには、予約制で走るバスや、地

域の中を小回りよく回るコミュニティバスなど、地域の状況に合った交通手段を取り入

れることが大切です。これにより、車を使わなくても移動できる環境をつくることができ

ます。 

 次に、高齢者への支援も欠かせません。高齢になると、運転に不安を感じたり、免

許を返したりする人が増えます。その後の移動手段がないと、買い物や病院に行くこ

とが難しくなり、生活の質が下がってしまいます。そこで、バスやタクシーを使いやすく

する補助制度や、病院や施設と連携した送迎サービスを充実させることが必要です。

交通を、福祉の一部として考えることが大切だと言えます。 

 また、町のつくり方を見直すことも重要です。家や店、病院、役所などが遠くにばら

ばらにあると、移動距離が長くなり、車に頼らざるを得なくなります。生活に必要な施

設をできるだけ近くに集めることで、歩いたり公共交通を使ったりしやすい町になりま

す。このような町づくりは、交通の負担を減らすだけでなく、高齢者や子どもにとっても

暮らしやすい環境につながります。 

 さらに、交通問題を解決するためには、住民一人一人の意識も大切です。公共交通

は、行政だけが支えるものではなく、地域の人が利用し、守っていくことで成り立ちま

す。安全な運転を心がけることや、できるときには公共交通を利用することも、交通問

題の解決につながります。 

 このように、地方都市の交通問題を解決するためには、道路を明るくするなどの安

全対策に加え、公共交通の工夫、高齢者への支援、町づくりの見直し、そして住民の

協力を組み合わせて進めていくことが大切です。交通は人々の生活を支える大切な

ものです。誰もが安心して移動できる町をつくるために、今後も総合的に考えていく必

要があると考えます。 

 



 


